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201５年度活動状況 

１．名称 ： 名古屋地域勉強会 

２．座長 ： 渡辺 研司 

３．勉強会事務局・会場 ： 名古屋工業大学２号館 

              ９０４Ｂ 渡辺研究室 

４．会員数 ： ２３名 

         （法人２社 個人２０名 ） 

 

５．２０１５年度 活動 

 ① 分科会活動 

   「現場力を上げる訓練手法とは」 

   ～ 訓練での気づきを如何に自社のＢＣＰに取り組むか～ 

② 企業訪問（会員企業訪問） 

   問題を見つける目は現地で。「現地現物」の精神で，今年度も  

   会員企業を訪問して，この学びを自社のＰＤＣＡ改善に活かす 
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201５年度主要活動内容（２０１５年６月～２０１６年４月） 

● ２０１６年４月１９日   勉強会（情報交換会）      １１名  

               会員企業 会議室 

● ２０１６年２月９日    勉強会（情報交換会）・新年会   １３名 

               名古屋工業大学 渡辺研究室  

● ２０１５年１２月１４日  勉強会（情報交換会）・忘年会   １５名   

               会員企業 会議室 

● ２０１５年１０月２６日  勉強会（情報交換会）      １９名 

               名古屋工業大学  渡辺研究室  

● ２０１５年９月１７日   勉強会（情報交換会）        ９名 

               名古屋工業大学  渡辺研究室 

● ２０１５年７月２２日   勉強会・（情報交換会）      １５名 

               名古屋工業大学 渡辺研究室   

● ２０１５年６月２５日   勉強会・（情報交換会）      １１名 

               名古屋工業大学 渡辺研究室   

                 参加率 ６５％ （昨年比 ＋ ０．５）  
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実施訓練と期待成果 

モックディザスター 

ドリル ウｵークスルー 

シミュレーション ロールプレイング 

フルスケールエクササイズ 

演習 訓練 

・装備機器の操作習熟 
・対策、計画の周知（教育を含む） 
・個人～チームの対処能力の向上 
・対策、計画の有効性確認 
・気づきを得えてフィードバック 
・課題を抽出して改善 

ワーク 
ショッ
プ 

《期待成果》 

訓練実施者によって訓練の順序、組み合わせを考慮（教育も含む） 

教
育 

教育：ｅｘ 計画、マニュアルの読み合わせ 

名古屋地区勉強会 
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ＡＥＴＥのサイクル 

Awareness 
認識・意識 
気づき 

Exercise 
演習 

Education 
教育 

Training 
訓練 

Awarenes
s 

気づき 

Exercise 
演習 

Education 
教育 

Training 
研修 

現場力を上げるための訓練の対象者は 
普段危機管理関係の職務をしていない一般社員 

① 

② 

まず①で意識高揚から実施、 
教育、訓練、演習を実施、 
気づきを得てフィードバック 
②サイクルに入る。状況により 
①サイクルで演習をせず次の 
サイクルに入る場合あり 

ＰＤＣＡのサイクルを 
訓練企画側と実施者の 
２つのサイクルで考える 

気づき
、 
課題 
修正 

ＰＤＣＡ 
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Ｐ 

Ａ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｄ 

Ａ 
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ファシリテータ側 

プレイヤー側 

訓練のサイクルイメージ 
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訓練実施上の重要事項 

・ 「気づき」「課題」を得る 

・ 訓練の目的の明確化 
    

・ 適切な評価の実施 （気づきや課題をその場限りのものにしない方策） 

・ 訓練自体に対する評価 
  ファシリテータ側と訓練実施者側の双方の立場で実施 

・ 訓練の効果、達成度の評価 

（訓練参加者に訓練成果を認識させる。） 

・ ファシリテータのノウハウ 

・ 計画等の周知、機器操作、対処能力の向上 

一つ一つの訓練の目的を明示し、レベルに合わせステップアップ 

訓練参加者の業態、レベルに合わせての訓練の組み合わせ 
訓練参加者の技量向上のためのシナリオ作成 

訓練参加者各個人及びチームとしての練度評価 

計画、対策等の有効性の評価 

・ 効果的な訓練構成、シナリオの作成 
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効果的な訓練方法の例 

・ 介護施設等の初動訓練（専門職が集まった場での訓練） 
（各個人が自分の所掌範囲の事を実施すれば全体として対処可能） 

計画・マニュアルの読み合わせ 

ウォークスルー 
（手順を確認しながら実施) 

が効果的であった。 ＋ 

・ 訓練実施者のレベルによる訓練コントロール 
訓練経験者、上級者   → シナリオ開示 
訓練未経験者、初級者 → ファシリテータによるコントロール 

・ 評価要領（振り返りの要領）  
訓練自体と訓練効果（計画等の有効性）の両面での実施 

目的に応じて作成した評価シート、アンケートで実施 

訓練終了後すぐに実施（Ｈｏｔ Ｗａｓｈ Ｕｐ） 
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２０１６年度の活動計画 

① 各所属組織のＢＣＰ・ＢＣＭの取組み状況や問題  

  に関わる情報交換，座長などからの国際標準化や 

  中京地域の官民連携の動きに関する状況アップデ  

  ートなどを展開していく 

② 企業訪問（会員企業訪問） 

  問題を見つける目は現地で。「現地現物」の精神 

  で，今年度も会員企業を訪問して，この学びを 

  自社のＰＤＣＡ改善に活かしていく 

③ ＷＧにおいて研究テーマを討議する 
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ご清聴ありがとうございました 
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